筆記課題
筆記課題
「内外装施工に関する知識」

	注意事項
１：制限時間　50分
２：注意事項
（１）　指導員の指示があるまで問題は見ないでください。

（２）　解答用紙に入所期、番号、氏名を記入してください。

（３）　机の上には筆記用具以外のものは置かないでください。

（４）　携帯電話の電源は切るか、マナーモードにしてください。
（５）　試験中、質問がある場合は挙手してください。ただし、問題の内容に関する事については答えることができません。



問1から問50の各問いについて、文章が正しいものには○、誤っているものには×を解答欄に記入しなさい。

１）
木製引違い戸の上下さんとかまちの接合部は、すべて打抜ほぞ（打出ほぞ）である。

２）
サッシ取り付け工事において、先付け工法は後付け工法よりも一般に多く使われている。

３）
木製フラッシュドアは、裏表の合板が異なると反ることがある。

４）
アルミニウムEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・・・・),サッシわく)を木造建築物の開口部に取り付ける場合のくぎには、鉄くぎを用いるとよい。

５）
サスペンション工法（つり下げ工法）は、開口部の高さが約4m以上の場合のガラスの取り付けに適している。

６）
強化ガラスドア取り付け工事において、次のような打ち合わせおよび手配をしたが、いずれも正しい。

（イ）
フロアヒンジのカバープレートの大きさを石工事業者と打ち合わせた。

（ロ）
取っ手の取り付け位置をサッシ業者に依頼した。

７）
外回りのガラスのはめ込みは、内部の左官工事が終わってから行うとよい。

８）
足場には、丸太足場、鋼管足場およびつり足場などがある。

９）
タイル工事で、小口、二丁掛、三丁掛というのは、タイルの張り方を示すものである。

１０）
モルタル塗りを行う場合、1回の塗厚は、できるだけ厚めに塗るほうがよい。
１１）
パテ練用オイルは、多めに使うとパテだれの原因となる。

１２）
日本工業規格（JIS）では、弾性シーリング材の種類をポリサルファイド系とシリコン系の二つに定めている。

１３）
柱とはりの接合部は、一般に、S.R.C（鉄骨鉄筋コンクリート）造より、R.C（鉄筋コンクリート）造のほうがねばりが強い。

１４）
水返しとは、雨水が直接窓に当たらないように、窓の上わくに取り付ける板のことである。

１５）
日本工業規格（JIS）によれば、下図は、木製建具・上げ下げガラス戸を表す建具記号である。
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１６）
製図上の寸法単位は、原則としてcm（センチメートル）で記入する。

１７）
日本工業規格（JIS）によれば、下図は、雨戸を表す図示記号である。
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１８）
木造建築物の外回りを、ある程度の厚みでセメントモルタル塗仕上げを行えば、防火構造となる。

１９）
居住性を目的とする床仕上げ材には、無機質系のものが多く使用されている。

２０）
磁器質タイルは、用途によって外装タイル、内装タイル、床用タイルに分類される。

２１）
防水工事において、アスファルト防水は主として冷工法を用い、シート防水は主として熱工法を用いる。

２２）
モルタル塗下地の乾燥時間は、夏期、地上階では、一般に、2～3週間必要である。

２３）
木造住宅の施工順序は、一般に、次に示すとおりである。
　基礎→木工事→屋根→建具→塗装→左官

２４）
鉄筋コンクリート床の表面を直仕上げする場合は、リタンピングを施した後、木ごて押さえ1回、金ごて押さえを3回行い、水平に平滑に仕上げる。

２５）
木構造の床組には、変形を防ぐため火打材が設けてある。

２６）
コンクリートやモルタルの床下地がじゅうぶんに乾燥していない場合、床シートを敷き込むとアルカリ性の水がたまって、事故の原因となることがある。

２７）
壁式鉄筋コンクリート造は、鉄筋コンクリートの耐力壁によって構成される。

２８）
補強コンクリートブロック造は、主に4階以上の建築物に用いられる。

２９）
鉄骨造は、鉄筋コンクリート造よりも耐火性に優れている。

３０）
真壁とは、柱の表面が壁材で隠れてしまう壁仕上げである。
３１）
日本工業規格（JIS）建築製図通則によれば、下図は、引き違い戸を示す平面表示記号である。


３２)
日本工業規格（JIS）建築製図通則によれば、下図は、畳を示す材料構造表示記号である。
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３３）
建築基準法では、塗厚が2cm以上の鉄鋼モルタル塗床は防火構造としている。

３４）
床仕上げ材には、建築基準法による内装制限の規定がある。

３５）
一回塗り金ごて押えのモルタル塗り床仕上げは、表面に近いところよりも中心部のほうがち密になりやすい。

３６）
ゴム系感圧形粘着テープは、テープ張り工法で床シート、カーペットの敷込みに使用することがある。

３７）
接着剤を選ぶときは、使用床材、使用場所、使用条件、現場の環境、施工時の室温等を考慮する必要がある。

３８）
大理石は、御影石に比べて、雨水に対する耐久性が優れている。

３９）
木毛セメント板は、プラスチック系床タイルの下地に適している。

４０）
日本農林規格（JAS）によれば、普通合板のうち耐水性のあるものは3類である。

４１）
ALCパネルは、モルタルに比べて、表面強度が弱く吸水性が高い。

４２）
一般木造住宅の1階の木造床組の施工順序は、一般に、次に示すとおりである。
　束石→根太→束→根がらみ→大引→床板

４３）
建築基準法で階段にかわる傾斜路の表面は粗面とし、または、すべりにくい材料で仕上げることと定められている。

４４）
寒冷地の施工には、エマルション形接着剤が適している。

４５）
床仕上げ施工におけるオーバータイムとは、接着剤塗布後、乾かしすぎて接着剤が適度な粘着性を失った場合をいう。

４６）
壁紙仕上げの下地張りには、一般に、石膏ボードが使用される。

４７）
図面製作において、一般に、平面図、配置図などの図の配置は、北を上方におく。

４８）
建築基準法施行令によれば、住宅の階段の有効幅は、70cmあればよい。

４９）
労働安全衛生規則によれば、墜落の危険のある高さ2m以上の作業箇所には、作業床を設けなければならない。

５０）
7/10こう配の屋根ふき工事では、屋根の足場を設けたほうがよい。
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